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技 術 概 要 
 

技術名称 Ｚスリット型堰堤工法（ＶＣＣＯ型堰堤） 担当部署 技術開発部 

NETIS登録番号 ＫＴ－１９００７５－Ａ 担当者 牛窪 光昭 

社名等 株式会社 共生 電話番号 03-3354-2554 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

 これまで土石流・流木対策としての鋼製透過型堰堤は、1970年代後半にスリットA型

や格子型が登場して以来、現状ではスリットB型、格子形2000C、J-スリットなどの鋼管

骨組構造のものとHBBO＋型、CBBO型、スリットT型の鋼・コンクリート複合構造のものが

使用されています。 

 鋼管骨組構造は設置年数も長いため、これまで数多くの土石流を捕捉してきた一方

で、最近になり礫の衝突や越流落下によるフランジ継手の破断がトリガーとなり構造体

が破壊するケースが見られるようになってきました。そのような鋼管骨組構造の被災経

験をふまえると、土石流のような不明確な外力に対する構造体はフランジ継手のような

弱点をもたないシンプルな構造形式がのぞましいため、それに応えるべきものとしてＺ

スリット型堰堤工法（以下商品名のＶＣＣＯ型堰堤で表示）を開発しました。 

   

２．技術の内容  

 ＶＣＣＯ型堰堤工法は、砂またはコンクリートまたは砂を中詰めした合成鋼管柱と底

版コンクリートからなる片持ち梁構造形式の鋼製透過型堰堤です。シンプルな構造とす

ることで、従来の鋼管骨組構造の主な課題を解消し、大幅な工期短縮とコスト縮減を実

現しました。 

 鋼管柱には、汎用材である角形鋼管を使用。コンクリートを充填したＣＦＴ構造とす

ることで、流木だけでなく、より厳しい土石流流体力や礫衝突にも対応できるものとな

っています。 

 

３．技術の効果 

 ＶＣＣＯ型堰堤工法は、シンプルな構造としたことにより鋼材加工費を大幅に減らす

ことができ経済性の向上が図れます。また、建て込みは鋼管柱を基礎鞘管にさしこむだ

けでボルト締めや特殊な技術は一切必要ないため施工性が向上するうえ、大幅な工期短

縮が可能で、二次災害を防ぐため迅速さが求められる応急対策工などにも適していま

す。また、脱着機能を有しているため、除石の際には鋼管柱を外して透過部をオープン

にし、重機を下流からアプローチさせて作業できるため、上流堆砂域への管理用道路も

不要となります。 

 

４．技術の適用範囲 

・土石流区間の土石流・流木捕捉工で開口部高さが7.0m以下。 

・土石流の対象礫径はD95=2.0m以下。 

特に開口部高さが5.0ｍ以下で、堰堤の袖天端をのり越えて除石管理用道路を設置でき

ない場合は有効です。 

 

 

５．活用実績（2020年9月30日現在） 

国の機関 4 件（九州 2 件、九州以外 2 件） 

自治体  8 件（九州 0 件、九州以外 8 件） 

民間   0 件 
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６．写真・図・表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 透過型砂防堰堤の型式分類 

図－２ VCCO型堰堤の構造概念 

図－３ 鋼管柱有限要素解析結果        図－４ 角形ＣＦＴ柱の曲げ変形挙動 
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技術名称
繊維補強超速硬ポリマーセメントモルタル
「リフレモルセットSF」

担当部署 福岡支店　建材グループ

NETIS登録番号 KT-170058-A 担当者 赤坂　哲司

会社名 住友大阪セメント株式会社 電話番号 ０９２－４８１－０１８６

技術の概要

国の機関　　１４件　（九州０件　、九州以外１４件　）　

自治体　　 　１９件　（九州１件　、九州以外１８件　）　

民　 間　　 　５２件　（九州３件　、九州以外４９件　）　

・モルタルのため、従来の超速硬コンクリートでは対応不可能な薄層補修に適用可能。
・補修厚さが厚い場合は専用骨材を添加してコンクリートタイプにすることも可能。

・繊維補強超速硬ポリマーセメントモルタルまたは繊維補強超速硬コンクリートに変えたことにより
①静弾性係数が既設コンクリートに近くなり疲労耐久性が向上。
②母材コンクリートと高い付着性を有する（高耐久型エポキシ樹脂接着剤との複合効果）。
③寸法安定性が高くなる（収縮量減、コンクリートタイプはより効果大）。
④はつり量が減る為、環境、経済性が向上。
⑤流動性、コンシステンシーなどのフレッシュ性状が改善し、鉄筋裏に回りやすくなる為、施工精
度も向上。

●【参考】実構造物を想定した、水浸状態での輪荷重走行試験結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（協力・日本大学生産工学部土木工学科）

　　　　　表・輪荷重走行試験結果（一定のたわみ量に達するごとに補修を実施、3サイクル）

従来の補修方法に比べ4倍以上の耐久性能を有することを確認。

３．技術の適用範囲

〇用途
・橋梁のRC床版の上面補修工事
・土間コンクリートの補修工事
・コンクリート構造物全般の断面修復工事

〇現場環境
・施工時および養生時の気温は5～35℃で施工可能
・雨天時もしくは雨天が予想される場合は施工不可

４．活用実績（2019年7月25日現在、合計85件）

技 術 概 要　

１．技術開発の背景及び契機・技術の内容

・橋梁のPC床版部分補修において従来使用されていた超速硬コンクリート・超速硬モルタルは、
静弾性係数が既存床版より高い等の理由で、繰り返し荷重による耐久性に弱点（補修部が剥が
れやすい、砂利化・土砂化し再劣化が早い）があった。
・これを解消するため①ポリマーセメントモルタル化による静弾性係数調整②繊維混入による靭
性強化③エポキシ樹脂系プライマーと接着剤による既存床版との一体化、をセットにし、耐久性を
大幅に改善した。
・ポリマーセメントモルタルのため薄層補修(30㎜未満)に優れているが、30㎜以上の場合は専用
骨材(豆砂利)を加えたコンクリート配合にすることで対応できる。
・また、早期交通開放可能な超速硬タイプ（リフレモルセットSF）以外に早強タイプ(リフレモルセット
SP床版用）もあり、施工時間に余裕のある現場にも対応できる。

２．技術の効果

補修前
等価走行回数 等価走行回数 比 等価走行回数 比 等価走行回数 比

超速硬無収縮モルタル 7865598 1685974 1621127 10493077

リフレモルセットSF 7865598 3685775 2.18 3250670 2.01 42350384 4.04

１サイクル目（湿潤） ２サイクル目（湿潤） ３サイクル目（乾燥）
補修材
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【写真・図・表】

写真‐1 繰り返し荷重で剥離・

土砂化したコンクリート床版
写真‐2 床版補修の手順（①～④）

図‐1 補修材の内訳と使い分け
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技術概要 

技 術 名 称 
種特異的プライマーを利用した環境

DNA 分析による水生生物調査技術 
担当部署 

九州社会イノベーション事業部 

総合プロジェクト室 
NETIS 登録番号 TH-180008-A 担 当 者 粂井孝一、片山悦治郎 

社 名 等 
パシフィックコンサルタンツ株式会社 
神戸大学 

電話番号 092-418-8031 

技 術 の 概 要 

1.本技術の特徴 

環境 DNA とは、生物から環境中に放出された DNA の呼称です。生物の皮膚、死

骸、糞尿、粘液等が環境 DNA の供給源になるといわれています。 
従来の水生生物調査では、漁具等を用いた捕獲により確認する方法が一般的でし

た。しかし、環境 DNA による現地作業は採水だけです。このため、①広範囲・多地

点を短期間で調査できる、②環境や生物を傷つけない、③夜行性の種や生息密度が低

い希少種の確認も容易である、などの特徴があります。 
 

2.技術の内容 

本技術は、ハコネサンショウウオ(両生類)、ゼニタナゴ(魚類)、ブルーギル(魚類)、
ヒメタイコウチ(昆虫類)、ニホンザリガニ(甲殻類)の 5 種を対象に、調査水域で採水

された試料水に含まれる DNA(環境 DNA)について、プライマー(種特異的プライマ

ー)を使用して、対象種の生息状況(在・不在)の推定を行う技術です。 
 

3.技術の効果 

(1)現地作業の省力化 

現地作業は採水のみであるため、1 調査地点あたりに必要な調査員数・作業時間

が、従来の捕獲を主とする手法と比べて大幅に低減可能となります。 

(2)生息環境撹乱のリスクの低減 

捕獲法で多かった個体の死亡や衰弱を防ぎ、調査による生息環境攪乱のリスク低

減が期待されます。 

(3)水難事故のリスクの低減 

現地作業は原則として岸や橋上からの採水です。河道内で長時間作業する必要が

無いため、水難事故のリスク低減が期待されます。 

(4)捕獲技術に依存しない調査精度の確保 

現地作業は採水のみで特殊な技術は必要ありません。調査者による精度のばらつ

きが抑制され、調査成果の品質向上が期待されます。 

(5)生息密度の低い生物発見の効率化 

希少種や侵入初期の外来種の生息地を特定したい場合には、従来の捕獲法と比べ

て効率良く成果を得ることが期待されます。 

(6)その他 

個体の捕獲を伴わないため、捕獲に必要な申請手続きなどの事前準備の省略化が

期待されます。 
 

4.技術の適用範囲 

(1)適用可能な範囲 

ハコネサンショウウオ(両生類)、ゼニタナゴ(魚類)、ブルーギル(魚類)、ヒメタイ

コウチ(昆虫類)、ニホンザリガニ(甲殻類) の 5 種。 
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(2)特に効果の高い適用範囲 

捕獲法では人が立ち入れない場所(水深が深い水域など)では調査が困難でした

が、採水ができれば調査対象種の在、不在を確認できるため、特に効果が高くなり

ます。 

(3)適用できない範囲 

水域であれば特にありません。 

5.参考 

効果①調査員の技術に関係なく在・不在の確認が可能 

 
 

効果②現場作業が少なく、手続きも不要であるため、容易に安全な調査が可能 

 
 

  

・サンプル固定
・その他個体の放流

・採捕⿂種の同定

現地調査の場合(従来⼿法) 環境DNAによる調査の場合

・採捕に関わる⼿続き(特別採捕許可申請 等)①事前準備

②現地作業

・漁具の準備

・調査地点選定

・採捕に関わる⼿続き(特別採捕許可申請 等)

・採⽔道具の準備

・調査地点選定

不要

不要

・採捕作業 ・採⽔作業（量︓1L）

・塩化ベンザルコニウ
ムを添加し瓶を密閉

・冷蔵状態で運搬

・採⽔瓶 ・バケツ
・ロープ ・ビニール⼿袋
・ビニールテープ
・塩化ベンザルコニウム 等
(全てホームセンターなどで
⼊⼿可能!)

・タモ網、定置網等の漁具
・バケツ、⽔槽
・⿂類測定道具
・エアーポンプ 等
(釣具店など専⾨店で販売)

<安全管理>
⽔中作業→ライフジャケット、
胴⻑、ウエットスーツ等必要
<作業⼈員>
複数名
<作業時間>
⻑時間
<専⾨性>
専⾨的知識・技術が必要

<安全管理>
陸上作業→
ライフジャケット着⽤
<作業⼈員>
1名で可能
<作業時間>
短時間
<専⾨性>
誰でも可能

・⾼温にならない状態で運搬

③分析作業
・サンプルろ過

・対象種のプライマー
を⽤いて、リアルタ
イムPCRで定量

・在不在の確認

<必要器機・物>
・ろ過紙
・リアルタイムPCR装置
・対象種のプライマー

・採捕サンプル確認・同定

1⽇で複数地点作業可能調査⼈員が必要であり1⽇
の調査地点数が限られる

<必要器機・者>
・図鑑
・ルーペ/顕微鏡
・専⾨的知識が必要

メリット ・個体の確認(写真撮影)が可能
・個体の⽣息地点を把握できる

デメリット
・希に誤同定が⽣じる
・調査時間・労⼒が必要
・調査努⼒量によって成果が異なる
・採捕技術による誤差が⼤きい

・調査全体での時間・労⼒が短縮
・複数地点の確認が短時間で可能に
・採捕技術による誤差が少ない

・専⾨の分析機械が必要
・ピンポイントで⽣息地点を把握することはできない
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技 術 概 要 
 

技術名称 物理的にねじの緩みを止めるノルトロックワッシャー 担当部署 営業技術部 

NETIS登録番号 KKK-190002-A 担当者 朴 

社名等 株式会社ノルトロックジャパン 電話番号 072-727-1069 

技術の概要 1. ノルトロックワッシャーについて 

ノルトロックワッシャーは2枚一組で細かいギザギザがついた外側(リブ面)と緩やかな傾斜の内側(カム面)に構成

されており、カム面を合わせて使う緩み止め製品になります。外側のギザギザがボルトの首裏と相手母材にグリッ

プし固定されるため、振動や衝撃が発生すると2枚のワッシャーの間で斜面を登る動きしかできなくなります。その

時のカム面の角度が(α)ねじが持っているリード角(β)より大きい

ため、斜面を登る動きによりボルトが引っ張りあがります。それに

より締結力が増し逆に緩まなくなるような機構になります。これを

「ウェッジロック機構」と呼びます。これらの理由から、ボルト・ナット

と一緒に締め付けていただければ誰でも簡単に緩みを物理的に

止めることができる製品になります。 

 

2．既存ゆるみ対策の課題 

世の中に存在する90％以上の緩み止めは摩擦に依存する物で、ねじ部やナットなどに摩擦を高める工夫をし

ているのが多いです。ただ、その摩擦というのは制御、予想が難しく摩擦による軸力(締結力)のバラツキが多く発

生します。つまり、その摩擦を利用する緩み止めの効果にもバラツキが出てしまうのが大きな課題になります。ま

た、それらの方法は施工に非常に時間がかかったり、再利用ができないなどの問題もあります。それに比べてノル

トロックワッシャーはウェッジロッキング機構により摩擦に依存せず、バラツキなく誰でも簡単に物理的に緩みを止め

ることができます。 

 

3．ノルトロックワッシャーのメリット 

 ・ ボルトが物理的に緩むことができない 

 ・ 増し締め不要。メンテ作業の工程削減 

 ・ 作業がシンプルで、作業性を損なわない 

 ・ 締付トルク同等 or 以下のトルクで解除可 

 ・ 誰が作業を行っても同じ効果が得られる 

 ・ 潤滑油使用可。トルク-軸力を安定化 

 ・ 再利用可。ボルトにもダメージを与えない 

 

4．ノルトロックワッシャーの実績 

新幹線、スカイツリーなど安全はもちろん、作業性、メンテナンスコスト削減の観点からご採用いただくことが多い

です。主に使っていただくのは下記のようなところになります。裏面の実績のイメージをご参考になさってください。 

  

 ・ 絶対に緩んでほしくないところ(事故防止) 

 ・ メンテナンス作業(増し締めなど)が困難なところ 

 ・ 緩んでほしくはないけどメンテナンスのために解除が必要なところ 

 ・ 緩み止め施工に時間とコストが大々的にかかるところ 

 ・ 定期増し締め作業にコストがかかるところ 
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ノルトロックワッシャーの機構 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノルトロックワッシャーの採用事例のご案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緩み止め効果比較テスト ノルトロックワッシャー vs. ダブルナット 
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º»¶·
¸

iHIJKLM�ONQ�NLOPQq
���� !"���Ñx����ý��èé�3zgÂÃef_r�"�ÂÃ9gÂÃ� _�"GH�sx�f�B�&Ç!:�|�~|+��z�z�IJ��vLM"
³

��Ä��
º»º»�Îº»¶·ôõ
¸

?@ABCDEFGHIJKLMNLOPQRSTU

aø��_efugh dvë�aABCD�cdefgh?@'þ�cvë�a:²	�u	'�e9:²�'��>vë�ajbkh:²����'��>vë�/�Å9�Å9�Å6ajbkh_��>lmv��»Kdvë�aef_p>ºf�"	"'�dvë�a����_p>��Æ¼½'�dvë�aefgh�kh�b_lm'��>vë�

[\µ]^_̀ ¶·¸¹VW
HIJKLMNLOPQ��� ?@ABCDEFGHIJKLMNLOPQRSTU

UZ�[Z¬P¬J��
3-44



¶·¸¹§�R��Ç�Z©QCD��
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技 術 概 要 

技術名称 ジオシンセティックス液状化変形抑

制工法(SECURE-G 工法)  

社名 エターナルプレザーブ株式会社 

担当者 横山公明 

NETIS NO. TH-140012-VR 電話番号

アドレス

03-5844-3155 

090-7271-9588 

info@etp21.co.jp 

技術の概要 １．技術開発の背景 

近年、防災意識の高まりの中で橋台背面・緊急輸送路の確保など、盛土における耐震

性の確保が求められてきている。 

従来の液状化対策は地盤改良工が主体であり、液状化の発生そのものを防止する工法

であったが、これらの対策はコストが著しく増大し、現実的に対応不可能なケースが現

れる。そこで、性能設計への動きの中で、変形を許すものの修復可能な限界、あるいは

破壊に至らない変形を照査していく考え方が求められている。本 SECURE-G 工法は、

それに対して有効な工法である。 

 

２．技術の内容 

盛土直下の基盤に、高強度ポリエステル繊維からなる引張り補強材であるジオシンセ

ティックスを挟み込んだ砕石層を築造し、液状化時の盛土の変形を抑制する工法である。

①ジオシンセティックス効果（液状化に伴う地盤の流動から盛土が側方へ動こうとする

が、砕石層との摩擦によるジオシンセティックスの引抜力で盛土の滑動を抑え、盛土法

尻の側方変位を減ずる）、②盤効果（ジオシンセティックスにより砕石層の曲げ剛性が増

加し、かつ砕石層下部のヤング率を増加させる）、③砕石層効果（過剰間隙水圧の発生を

抑制する。砕石層下 1m 深さレベルにおいては、液状化のレベルを抑え、沈下を低減す

る）により、盛土の側方変位および沈下量低減する液状化対策工法である。 

 

３．技術の効果 

・盛土側方変位量及び沈下量が無対策に比べ抑制され、盛土の形状を保持する。 

・盛土天端の不同沈下が抑制される。 

・天端幅 10m、盛土高さ 7m、液状化層厚 10m の時の対策に要する費用は、深層混合処

理工法に比べると約 1/3 程度のコスト縮減が可能である。 

・レベル 2 地震時の液状化対策では盛土要求性能 2 の確保が求められるが、当工法はそ

れを低コストで可能にする。 

 

４．技術の適用範囲 

・橋台背面アプローチ部の段差緩和 

・重要度の高い道路盛土、避難路や緊急輸送道路の盛土 

・海岸・河川の堤防に併設している道路盛土 

・地下水流を阻害できない盛土の対策 

・横断ボックスカルバート部の段差緩和 

 

５．活用実績（2020 年 10 月現在）工事中含む 

国の機関 13 件（九州 9 件、九州以外 4 件） 

自治体  24 件（九州 8 件、九州以外 16 件） 

民間    2 件（九州 0 件、九州以外 2 件） 
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６．写真・図・表 

  

  

工事中（津波避難高台） 
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STUVWXYZ [\]^_ àbcdefcghSijkl���	
��
kmTUXnopqrstuSvwx$	ykz{|}~�q������l�������q�����l��yz�S���	
��
����v���}{qm�����S�" TUVWX�Zq���u� ¡S�" ¢wx$	y£wx$	¤¥¦n§¨l©ª«���¬­®¯°S±²l©ª«���³�w�' ¥́Uµ�U¶ ·¸

¹º»¼½¾¿�ºÀÁ¾»ÂÃ¾ÄºÀ¿�Å½¼ÄÃÆÇÁ

3-78



ÈÉÊËÌÍPÎÏ
©ª« Ð ÑÒ £ÓxÔ��̈��v�Ð �Õ �Ö×¿¥�ØÙ ¥¹Ú¼Û	ÜÝ�� Þ¿¿¿VU¦n§ßàá�Ð V×¥¼âÚã n§�
��Ð VW¿äTåãÚæ

¹º»¼½¾¿�ºÀÁ¾»ÂÃ¾ÄºÀ¿�Å½¼ÄÃÆÇÁ

ßÒ�Õ �Ö×¿¥�ØÙ �×å¹Ú¼ÛTU¿ä¥U¦¥¼âÚã noVU¿äV¥ãÚæ

çèPÎÏ

/01234é567êëìíîïðñòóôõö÷ø
����
 Ð ùúûüýænoþ��	ÜÝ��¢� Ð �¶ n§ß��¢� Ð ����l�	©ª«
��
�� Ð ��V���yw�' Ð �
�x�³����²l��� Ð ���
�¬����¬³� &�!m"#

$

3-79



%&'( )*+,-./ 012' 345HE6C

Y

7 8 9: ;<27
=8>?@A =>BC>?@A =>A$>?@A $D EFCGH

ÎÏIEJIKHLM N

OPLQ'RSTUVUWXYZS[C\]Ĥ _`
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